








































































る不安 ･不 自由の理解及び援助項 目について,分
類された内容 を体験学習の前後で比較 した｡
3.研 究 結 果
視覚遮断によって生 じる不安 ･不 自由の理解で
は,体験学習前の記述件数は延べ163件,体験学習
後の記述件数は延べ80件であった｡これらを,∫.
Carrollの 6群 によって分類 し1)体験学習前後 で
比較 した結果 を図 1に示 している｡
Ⅰ群の心理的安定に関連する基本的な喪失に対







ⅠⅠ群の基本的技術の喪失に対 して生 じる不安 ･
不 自由の理解では,体験学習前は77件,体験学習
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意志伝達能力の喪失 ･鑑賞能力の喪失 ･職業 ･
経済的安定に関する喪失 ･結果として全人格に生
じる喪失については,臨床実習での患者の喪失の
実態把握には則していないため,理解しにくく,
援助も考えにくい項目であると考えられる｡鑑賞
能力の喪失ついて,∫.Carrolは美の鑑賞力の喪
失は,他の喪失と異なり,失明者にとっては決定
的に堪えられないものである1)と述べている｡ま
た,講義においてもこの点は,重要視している｡
そこで,限られた臨床実習では学び得ない項目に
ついて,学習方法を検討していく必要があると思
われる｡服部は視覚遮断の体験学習によって基本
的技術の喪失 ･意志伝達能力の喪失に含まれる項
目は,学生が学び得る項目である2)｡と述べてい
るoLかし,臨床実習において,患者を対象とし
た場合は,基本的技術の喪失に対しては共通して
いたが,服部の言う意志伝達能力の喪失2)よワも
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心理面の喪失に対する学習がより深められた｡
体験学習後の援助行動では｢介助者の立つ位置｣
｢誘導の方法｣｢身体の接触面積｣等が実践上の注
意点として新たに挙げられ,体験を通して,より
具体的な援助に結びついたと考えられる｡
また,体験学習前に基本的技術の喪失の内容と
して挙げられていた公共機関の使用や日常生活動
作の自立に関する理解が,体験後の内容には見ら
れないことや,体験学習後実際に実践できた援助
項目が全体的に減少したことは,体験項目の選定
及び実習環境による影響が考えられる｡しかし,
実際には,学生の予想以上に,日常生活動作の自
立した患者が多いことが,影響していると考えら
れる｡
体験学習に対する感想では,｢自立をさまたげな
い援助が必要である｣ ｢不自由を克服する努力が
わかった｣等が挙げられ,患者の自立を妨げない
適切な援助の必要性が理解されたと考えられる｡
5.結 論
感覚器実習に視覚遮断の体験学習を導入するこ
とは,視覚障害患者の心理面の理解と援助に有効
であり,患者の自立を妨げない援助の必要性の理
解を助ける｡また,援助の方法がより具体化され,
必要性を理解した援助行動に結びつけることがで
きる｡以上の3点が明らかとなった｡
6.お わ りに
今回の体験学習では,誘導による移動を実施し
た｡学生は,指定した項目以外にも昼食時間を利
用して食事の介助や,構外-買物に出る等自発的
に視覚遮断の体験範囲を広げ,体験学習に対する
意欲的な取り組みが感じられた｡今回の研究から
今後も体験学習を導入することにより効果的な指
導方法を検討していきたいと思う｡
本稿の要旨は第2回日本看護学教育学会におい
て発表したO
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